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2016（平成28年）
No. 126

主な内容

世 帯 数 ２万 5,002 （＋ 17）
人　 口 ５万 4,701 （－ ２）
男 ２万 5,637 （－ 15）
女 ２万 9,064 （＋ 13）

出　 生 35
死　 亡 65
転　 入 128
転　 出 98

｢心を一つに。GO GO ！」

夏祭りいずみ鶴翔祭にて（７月23日撮影）



①

②④

⑥

③⑤

日
目
は
、
多
目
的
広
場

周
辺
で
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

タ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
祭

り
の
最
後
は
約
４
千
発

の
花
火
が
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
尾
野
夏
祭

り
が
、
高
尾
野
駅
前
周

辺
で
８
月
６
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
通
り
で

は
、
子
ど
も
み
こ
し
や

総
踊
り
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
の
ど
自
慢
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
約
３
千
発

の
花
火
が
打
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　

８
月
20
日
に
は
、
野

田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
田

郷
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

熱
い
夏
が
や
っ
て
き
た
！

　
夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭
が
、
７
月
23
日
と
同
24

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
翔
祭
１
日
目
は
、
本
町
通
り
商
店
街
で
パ
レ

ー
ド
や
み
こ
し
担
ぎ
競
争
、
総
踊
り
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
総
踊
り
に
先
立
ち
、
市
制
施

行
10
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
〝
新
い
ず
み

音
頭
〟
を
高
校
生
が
披
露
し
ま
し
た
。
鶴
翔
祭
２
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本
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
大
韓
民
国
・
順
ス
ン
チ
ョ
ン天
市
か

ら
、
訪
問
団
24
人
（
中
学
生
21
人
・
引
率
３
人
）
が

７
月
22
日
か
ら
同
25
日
ま
で
の
日
程
で
本
市
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
市
公
開
武
家
屋
敷
「
税
所
邸
」
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
さ
わ
や
か
出
水
女
性
の
集
い
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
「
茶
道
・
着
付
け
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
で
は
、
手
伝
い
に
駆
け
付
け
て
く
れ
て
い
た
大

韓
国
・
順
天
市
の
訪
問
団
と
交
流

①商工会議所青年部（ＹＥＧ）の皆さん
　による一番神輿
②みこしかつぎ競争連覇の出水消防署チ
　ーム
③⑤高校生による “ 新いずみ音頭 ” 披露
④夏祭り実行委員会の皆さん（パレード）
⑥さつま出水青年会議所（ＪＣ）の皆さ
　んによる太鼓

川
内
中
学
校
の
生
徒

と
交
流
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、中
学
生
・

高
校
生
の
い
る
家
庭

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

行
い
、
鶴
翔
祭
の
踊

り
連
へ
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
参
加
し
て

友
好
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。

　

３
日
目
は
両
市
の

生
徒
が
一
緒
に
農
家

民
泊
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
青
少

年
交
流
事
業
を
通
し

て
、
順
天
市
と
出
水

市
、
両
市
の
親
交
を

深
め
て
い
く
予
定
で

す
。
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台
風
の
風
は
、
中
心
に
向
か
っ
て
反
時
計
回
り
に
吹
き
込
む
た
め
、
台

風
の
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
右
側
（
東
側
）
の
危
険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

風
の
強
さ
、
進
路
な
ど
の
情
報
は
早
め
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
台
風
へ
の
備
え
が
大
切

で
す
。

○
強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
固
定
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
窓
、
雨
戸
、
側
溝
、
排
水
口
の
状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

停
電
時
に
必
要
な
も
の
（
例
）

□
携
帯
ラ
ジ
オ　
　

□
懐
中
電
灯

□
予
備
乾
電
池　
　

□
飲
料
水

□
携
帯
電
話
の
充
電
器
（
電
池
式
）

□
た
め
水
（
生
活
用
水
）

台風時の停電情報をチェック！
台風による停電時には、電話がつながりにくくなることがあります。台風等非常災害時の停電情報は、
九州電力株式会社のホームページ（パソコンからは http://www.kyuden.co.jp/、携帯電話からは http://
kyuden.jp/）で確認することができます。

市民の交通安全を見守ります　　　　～交通安全指導員紹介～

　

市
で
は
、
市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
の
た
め
、そ
し
て
、

登
校
中
の
児
童
生
徒
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
13
人
の
交
通
安
全
指
導
員
が
、
市
内
12

の
小
学
校
区
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
児
童
生
徒

の
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

濱田　修
大川内小学校区

植﨑　雄次郎
出水小学校区

大囿　賢一
東出水小学校区

井上　満
西出水小学校区

山下　裕之
西出水小学校区

登尾　秀樹
野田小学校区

永田　義徳
米ノ津東小学校区

中野　隆行
米ノ津小学校区

原田　文子
切通小学校区

西尾　重己
荘小学校区

山﨑　福義
江内小学校区

小﨑　和男
下水流小学校区

福永　秀文
高尾野小学校区

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

台風画像（出展：気象庁ホームページ）

台風は赤道付近の海上で多く発生します。熱帯
低気圧の風速が 17 ｍ / ｓを超えたものを台風と
呼びます。台風の発生、日本への接近・上陸と
もに、７月から 10 月にかけて最も多くなります。
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新
蔵
棒
踊
り
保
存
会

　

米
ノ
津
地
区
で
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
年
前
の

１
７
０
１
年
～
03
年
に
藩
の
命
に
よ
り
六
十
間
土
手
の

工
事
が
行
わ
れ
、
同
じ
頃
、
港
の
工
事
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
港
が
現
在
の
福
ノ
江
港
で
す
。
港
の
完
成
後
、

こ
の
地
に
薩
摩
藩
の
蔵
が
建
て
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
近

辺
は
新
蔵
と
呼
ば
れ
、
陸
上
交
通
と
海
上
交
通
の
接
点

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
伊
佐
地
方
な
ど
か
ら
も
馬
に

積
ま
れ
て
届
い
た
年
貢
な
ど
を
福
ノ
江
港
か
ら
千
石
船

で
上
方
に
運
び
ま
し
た
。
当
時
の
繁
盛
は
大
層
な
も
の

で
、
福
ノ
江
港
の
工
事
に
派
遣
さ
れ
た
石
工
た
ち
が
伝

え
た
の
が
、
新
蔵
棒
踊
り
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
来
、
新
蔵
地
区
で
は
、
勇
壮
な
棒
踊
り
が

踊
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
５
５
年
頃
を
最
後
に
お
よ
そ
５
０
年
間
踊
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
５
年
、
地

元
有
志
の
尽
力
に
よ
り
復
活
さ
れ
ま
し
た
。

蕨
島
新
地
節
保
存
会

　

本
市
の
海
岸
は
、
干
拓
の
適
地
で
、
昔
か
ら
広

い
農
地
を
求
め
干
拓
工
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
地
節
は
、
当
時
の
人
々
が
機
械
の
な
い
時

代
に
わ
た
し
た
ち
の
想
像
も
及
ば
な
い
苦
労
を
し

な
が
ら
、
困
難
な
工
事
に
日
夜
従
事
し
て
い
た
様

子
を
唄
と
踊
り
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　

蕨
島
は
昔
「
島
」
で
し
た
が
、
62
年
前
に
出
水

西
干
拓
工
事
に
よ
っ
て
陸
続
き
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
竣
工
を
祝
っ
て
、
当
時
の
村
人
に
よ

っ
て
踊
ら
れ
た
の
が
蕨
島
新
地
節
の
始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
機
会
の
あ
る
ご
と
に
婦
人
会
に
よ
っ

て
踊
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
蕨
島
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
受
け

継
が
れ
、
毎
年
運
動
会
な
ど
で
披
露
さ
れ
て
い
ま

す
。

出
水
種
子
島
楽
保
存
会

　

出
水
種
子
島
楽
は
、
旧
島
津
藩
内
で
踊
ら
れ
て
い
た
一

種
の
士
踊
り
（
さ
む
ら
い
お
ど
り
）
の
く
ず
し
で
、
出
水

麓
地
区
に
伝
え
ら
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
踊
り
で
す
。

　

現
在
は
、
麓
地
区
５
自
治
会
を
中
心
に
市
内
各
地
区
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
保
存
会
を
結
成
し
て
保
存
・

継
承
し
て
い
ま
す
。「
出
水
種
子
島
楽
」
は
１
９
６
７
年
、

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
の
由
来
は
緒
説
あ
り
ま
す
が
、
約
３
０
０
年
前
に

出
水
地
頭
と
し
て
着
任
し
約
30
年
間
、
出
水
に
在
住
し
て

五
万
石
溝
の
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
種
子
島
領
主
、
種
子

島
弾
正
久
基
の
徳
望
を
記
念
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
17
世
紀
初
頭
、
出
水
の
第
二
代

地
頭
椛
山
美
濃
守
が
、
琉
球
か
ら
の
帰
途
に
種
子
島
に
立

ち
寄
っ
た
際
、
種
子
島
に
伝
わ
る
特
異
な
踊
り
を
面
白
く

思
っ
て
、
従
者
が
そ
の
踊
り
を
本
土
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と

か
ら
、
各
地
に
伝
承
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

宇
都
野
々
虎
狩
り
踊
り
保
存
会

　

今
か
ら
お
よ
そ
４
０
０
年
前
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
の
時
、
秀
吉
の
遣
い
が
薩
摩
の
陣
営
を
訪
れ
、
秀
吉

の
薬
と
し
て
虎
の
肉
を
と
っ
て
く
る
よ
う
申
し
入
れ
た

こ
と
か
ら
島
津
家
の
家
来
、
安
田
次
郎
兵
衛
と
上
野
権

右
衛
門
、
帖
佐
六
七
、
福
永
助
七
郎
ら
が
す
さ
ま
じ
い

格
闘
の
末
、
虎
を
仕
留
め
、
秀
吉
の
使
者
に
２
頭
の
虎

を
渡
し
た
様
子
に
浄
瑠
璃
を
混
ぜ
、
物
語
的
に
劇
化
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
支
那
服
に
身

を
つ
つ
ん
だ
島
津
兵
が
虎
を
追
い
込
ん
で
い
く
物
語
で

色
鮮
や
か
な
ふ
ん
装
が
特
徴
的
で
す
。

　

以
前
は
他
の
集
落
で
も
秋
祭
り
の
奉
納
な
ど
で
踊
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
宇
都
野
々
だ
け
で
踊
ら

れ
て
い
ま
す
。
宇
都
野
々
に
こ
の
踊
り
が
伝
来
し
た
の

は
約
２
５
０
年
前
と
い
わ
れ
、
１
９
５
１
年
の
出
水
駅

改
装
落
成
式
で
の
出
演
を
最
後
に
一
時
は
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
１
９
８
９
年
に
復
活
さ
れ
ま
し
た
。

市制施行 10 周年記念事業「わがまち郷土芸能大会」
　市制施行 10 周年を記念して 12 月 11 日（日）に市文化会館、文化会館駐車場で「わが
まち郷土芸能大会」を開催します。
　当日は、11 の郷土芸能団体が出演します。今月号から出演する団体を紹介します。
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ム
「
貴
重
な
地
域
資
源
（
ツ
ル
・

武
家
屋
敷
・
戦
争
遺
跡
）
の
連
携

を
考
え
る
」
～
市
民
主
体
に
よ
る

地
方
創
生
～
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

９
月
11
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
同
５
時

 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

 

無
料

定
員　
80
人

内
容

○
午
後
２
時　

基
調
講
演

　

講
師　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部

　

佐
藤
宏
之 

准
教
授

◯
午
後
３
時

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

鹿
児
島
ま
ち
の
駅
北
薩
ブ
ロ

　

ッ
ク
（
☎
０
８
０

－
１
９
２
９

　
－

６
０
１
７
：
梶
原
）

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
込
め

て
、い
ず
み
園
で「
虹
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

い
ず
み
園
（
平
和
町
）

内
容　
花
・
野
菜
の
苗
、
木
工
関

　

連
商
品
、
木
炭
関
連
商
品
、
そ

　

の
他
多
数
の
商
品
を
準
備
し
て

　

い
ま
す
。

 

い
ず
み
園
（
☎
�
０
１
２
０
）

　

鹿
児
島
大
学
混
声
合
唱
団
の
ポ

リ
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ー
ル
と
、
北
薩

合
唱
連
盟
に
よ
る
交
歓
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

 

９
月
３
日
（
土
）

　

午
後
２
時
開
演

 

野
田
小
学
校
体
育
館

 

無
料

参
加
団
体　
鹿
児
島
大
学
混
声
合

　

唱
団
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ー
ル
、

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ルA

･gain

（
出

　

水
市
・
混
声
）、
コ
ー
ル
う
ず

　

し
お
（
長
島
町
・
女
声
）、
コ
ー

　

ル
の
だ
（
出
水
市
野
田
町
・
女

　

声
）、
コ
ー
ル
み
か
さ
（
阿
久

　

根
市
・
混
声
）、
コ
ー
ル
メ
イ

　

プ
ル
（
出
水
市
高
尾
野
町
・
女

　

声
）

 

北
薩
合
唱
連
盟

　
（
☎
�
０
１
３
１
：
河
野
）

　

鹿
児
島
ま
ち
の
駅
・
北
薩
ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

鹿
児
島
大
学
合
唱
団
・

北
薩
合
唱
連
盟

交
歓
演
奏
会
♪

い
ず
み
園

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
地
域

資
源
の
連
携
を
考
え
る

【主催】出水市文化会館指定管理者　株式会社トシヒロ

【後援】南日本新聞社、ＭＢＣ南日本放送　【問い合わせ先】出水市中央公民館（☎63-2106）

開　 演： 午前１０時・午後１時  ★１日２回公演

入場料： ３歳以上１，０００円   ※３歳未満は無料（原則、膝抱き）

　☆一部指定（幼稚園・保育園の鑑賞団体は指定席）

日　 時： 11月10日（木）

　市制施行１０周年記念事業  　出水市自主文化事業

　忍たま乱太郎キャラクターショー＆

ケロポンズファミリー公演

〔前売券販売所〕
■出 水 地 区：市中央公民館・金海堂・諏訪書店・リリーズ

■高尾野地区：セブンプラザエジソン館（マエダ電器）

■野 田 地 区：（有）南日本新聞 野田販売所

■米ノ津地区：安易屋衣料品店

前売券販売開始 ９月１日 午前１０時

場所： 市文化会館

ケロポンズ

　

公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
の

地
域
社
会
貢
献
事
業
「
野
口
た
く

お
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

講
師
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト
野

口
た
く
お
氏
で
、「
鹿
児
島　

こ

げ
な
こ
っ
が
あ
い
も
し
た
」
と
題

し
た
講
演
で
す
。

 
９
月
６
日
（
火
）
午
後
６
時

 
ホ
テ
ル
キ
ン
グ

 
無
料

野
口
た
く
お
講
演
会

定
員　
２
０
０
人

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券

　

は
、
ホ
テ
ル
キ
ン
グ
、
市
内
金

　

融
機
関
、
北
薩
法
人
会
事
務
局

　

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）
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地
域
の
活
性
化
と
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト
～

未
来
へ
響
け
コ
ン
サ
ー
ト
～
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
バ
ン
ド
、
コ
ー
ラ

ス
、
和
太
鼓
、
日
本
舞
踊
、
ダ
ン

ス
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
で
す
。

 

９
月
11
日
（
日
）

　

午
後
４
時
45
分
～
同
８
時

 

野
田
郷
駅
前
広
場

※
雨
天
時
は
、
野
田
農
村
環
境
改

　

善
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
野

　

田
郷
事
務
局
（
☎
０
９
０

－

８

　

８
３
４

－

３
９
２
５
）

※
月
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
30

　

分
～
午
後
６
時
30
分

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
「
出
水

市
民
大
学
」（
第
３
回
・
第
４
回
）

が
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
３
回

な
る
べ
く
お
金
を
使
わ
な
い
暮
ら

し
の
良
さ
に
つ
い
て
の
講
演

 

９
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

講
師

講
師
紹
介

　

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。
火
起
こ

し
か
ら
電
子
回
路
ま
で
先
人
の
技

術
を
引
き
継
ぎ
、
ヒ
ッ
ピ
ー
と
し

て
暮
ら
し
て
い
る
。

　

テ
ン
ダ
ー
さ
ん
は
、
現
在
南
さ

つ
ま
市
金
峰
町
で
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
契
約
ナ
シ
の
年
間
家
賃
１
万

円
の
家
に
暮
ら
し
て
い
る
。
鹿
児

島
テ
レ
ビ
の
特
番
「
テ
ン
ダ
ー
の

思
い
」
が
九
州
民
放
祭
で
優
秀
賞

受
賞
。
南
日
本
新
聞
「
南
点
」
に

エ
ッ
セ
イ
連
載
。「
わ
が
や
電
力

～
12
歳
か
ら
と
り
か
か
る
太
陽
光

発
電
の
入
門
書
」
出
版
中
。

　

デ
イ
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ん
な
の

力
で
、「
地
域
交
流
秋
祭
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
１
日
（
土
）

　

午
後
６
時
～
同
８
時

※
雨
天
中
止

 

デ
イ
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ん
な

　

の
力
・
園
庭
（
下
高
尾
野
）

内
容　
た
こ
焼
き
や
う
ど
ん
な
ど

　

の
飲
食
店
の
出
店
や
吹
奏
楽
、

　

太
鼓
の
演
奏
な
ど

 

デ
イ
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ん
な

　

の
力
（
☎
�
２
０
０
６
）

み
ん
な
の
力

地
域
交
流
秋
祭
り

市
民
大
学
（
第
３
回
・

第
４
回
）

第
４
回

出
水
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先

生
に
よ
る
講
演

 

９
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

演
題
１　
記
憶
、
そ
し
て
物
忘
れ

講
師

所
属　
脳
神
経
外
科

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
勤
務　

　
（
前
勤
務
先
：
鹿
児
島
医
療
セ

　

ン
タ
ー 

副
院
長
）

資
格
等　

日
本
脳
神
経
外
科
学
会

　

専
門
医
、
日
本
脳
卒
中
学
会
専

　

門
医
、
日
本
認
知
症
学
会
専
門

　

医
演
題
２　
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
消
化

　
器
癌
の
診
断
と
内
視
鏡
治
療

講
師

所
属　
消
化
器
内
科

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
勤
務　

　
（
前
勤
務
先
：
鹿
児
島
医
療
セ

　

ン
タ
ー 

）

資
格
等　

日
本
内
科
学
会
総
合
内

　

科
専
門
医
、
日
本
消
化
器
病
学

　

会
専
門
医
・
指
導
医
、
日
本
消

　

化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医
・
指

　

導
医

演
題
３　
本
当
は
怖
い
脂
肪
肝

講
師

所
属　
肝
臓
内
科

　

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
勤
務　

　
（
現
職
：
済
生
会
川
内
病
院 

）

資
格
等　

日
本
内
科
学
会
認
定
内

　

科
医
、
日
本
消
化
器
病
学
会
専

　

門
医

 

各
回
と
も
１
回
５
０
０
円

　

中
・
高
校
生
２
０
０
円

※
市
外
の
方
も
聴
講
生
と
し
て
、

　

５
０
０
円
で
受
講
可
。

・
　

出
水
市
民
大
学
事
務
局

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

病院事業管理者
今村純一氏

テンダー
（小崎悠太）氏

医療センター副院長
藤田　浩氏

医療センター非常勤
医師　椨　一晃氏

野
田
郷
駅
前
広
場

コ
ン
サ
ー
ト
♪

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

　日時　９月 10 日（土）
　　　　午前 11 時
　場所　名護漁港
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「
出
水
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

事
業　

第
22
回
出
水
市
大
産
業

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
大
産
業
祭
大
テ
ン
ト

内
ス
テ
ー
ジ
で
行
う
舞
踊
芸
能
や

音
楽
演
奏
な
ど
を
披
露
さ
れ
る
団

体
・
個
人
の
方
や
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
品
さ
れ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

 

11
月
19
日
（
土
）、20
日
（
日
）

 

市
陸
上
競
技
場
周
辺
等

 

本
庁
産
業
振
興
政
策
課
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ

　

い
。申
込
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
出
演
時
間
は
、
申

　

し
込
み
順
と
な
り
ま
す
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
市
内
に
居
住
さ
れ
て

　

い
る
方

応
募
期
間　
９
月
１
日
（
木
）
～

　

同
30
日
（
金
）

・
　

本
庁
産
業
振
興
政
策
課
産

　

業
振
興
政
策
係

　
（
☎
�
４
８
０
０
）

　

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
～
竹
灯

籠
で
つ
な
ぐ
、
世
界
一
へ
の
挑
戦

～
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
９
月
30
日
（
金
）

作
業
内
容　
竹
灯
籠
の
設
置
、
警

　

備
、
運
搬
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
・

　

案
内

※
10
月
中
旬
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

　

タ
ッ
フ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実
行

　

委
員
会（
出
水
商
工
会
議
所
内
）

　

に
備
え
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

登
録
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

マ
チ
テ
ラ
ス
日
程

 

10
月
30
日
（
日
）

　

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
へ
の
挑
戦

　

11
月
３
日（
木
）～
同
５
日（
土
）

　

市
内
各
地
で
開
催

※
い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
９
時
～

　

午
後
10
時

 

市
内
全
域

・
　

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実

　

行
委
員
会
（
出
水
商
工
会
議
所

　

内
）（
☎
�
１
３
３
７
）

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス

ス
タ
ッ
フ
募
集

大
産
業
祭
の
出
品
者
等

を
募
集

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

９
月
15
日
（
木
）

　

午
後
４
時
～
同
７
時

※
相
談
時
間
一
人
当
た
り
50
分
程

　

度

 

高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー

 

無
料

内
容　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個

　

別
相
談
（
診
察
・
診
断
は
で
き

　

ま
せ
ん
）

 

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
を

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
12
日

　
（
月
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
多
数
の
場
合
は
お
断
り
さ

　

せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
先

　

着
順
に
な
り
ま
す
）

・
　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増

　

進
係
（
☎
�
２
１
４
８
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
会

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会

は
、
９
月
21
日
を
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
の
日
に
制
定
し
、
毎
年
９

月
を
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「
認

知
症　

と
も
に
暮
ら
そ
う　

こ
の

街
で
」
の
標
語
の
も
と
に
世
界
中

で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
日
本
で
は
、
85
歳
以
上
の

４
人
に
１
人
は
何
ら
か
の
認
知
症

の
症
状
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
、
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
こ
と

で
、
さ
ら
に
認
知
症
の
方
が
増
え

て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
は
、
記
憶
障
害
や

認
知
機
能
の
障
害
の
影
響
で
、
不

安
に
な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
周
り

の
人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
、
介

護
す
る
家
族
が
疲
れ
切
っ
て
共
倒

れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

周
囲
の
人
の
理
解
と
気
遣
い
が
あ

れ
ば
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
穏
や

か
に
暮
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
偏
見
や
誤
解
を
な
く
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域

の
中
で
応
援
す
る
「
認
知
症
サ

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

認
知
症
を
知
ろ
う

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
、
申

し
込
み
の
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高

　

齢
者
支
援
係

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
４
７
７
）

き
や
ん
せ
カ
フ
ェ
（
認
知
症

カ
フ
ェ
）

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
荘
記
念
病
院
）
で
は
、
き
や
ん

せ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
が

毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

正
午
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
の
方
、
認
知
症

に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
、
語
り
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。

※
参
加
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要

　

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

・
　

荘
記
念
病
院
（
認
知
症
カ

　

フ
ェ
担
当
）（
☎
�
３
１
１
３
）

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！
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午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

 

無
料

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

　

就
い
て
い
な
い
な
ど
。

※
相
談
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で

　

す
。

・
　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
鹿
児
島
市
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
９
７

－
６
４

　

３
１
）

　

最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
穏
や
か

な
景
気
の
回
復
を
受
け
て
改
善
傾

向
で
す
。
出
水
公
共
職
業
安
定
所

管
内
で
も
、
求
人
が
増
え
て
仕
事

を
探
す
方
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
病
院
、
介
護
事
業
所
の

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
で
は
、

次
の
日
程
で
専
門
機
関
の
就
業
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
求
職
登
録

と
相
談
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
看
護
職（
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
）

の
就
業
相
談

 

９
月
20
日
（
火
）、
10
月
18
日

　
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時
30
分

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

 

無
料

○
介
護
・
福
祉
（
県
社
会
福
祉
協

議
会
）
の
就
業
相
談

 

９
月
21
日
（
水
）、
10
月
27
日

　
（
木
）

　

市
で
は
、
公
の
施
設
の
見
直
し

実
行
計
画
に
基
づ
き
、
野
田
保
育

園
の
移
譲
先
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
検
討
の
結
果
、
次
の
と
お

り
決
定
し
、
市
議
会
で
関
連
す
る

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

移
譲
先
法
人　
社
会
福
祉
法
人　

　

カ
ラ
ー
ズ
（
出
水
市
麓
町
）

移
譲
日　
２
０
１
７
年
４
月
１
日

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設

　

係
（
☎
�
４
０
５
４
）

野
田
保
育
園
が
来
年
度

か
ら
民
間
移
譲

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
　

本
庁
総
合
政
策
課
総
合
政

　

策
係
（
☎
�
４
１
２
５
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
�
４
０
３
０
）

　

電
子
メ
ー
ル　

seisaku_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
厚
生
労
働
省
委
託

事
業
）
で
は
、
若
年
者
の
就
職
に

向
け
た
自
立
へ
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
か
ご
し
ま
相
談
室
（
鹿
児

島
市
内
）
の
ほ
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

出
水
で
も
出
張
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
相
談
者
の
個
人
情
報
は
、
相
談

　

業
務
に
の
み
利
用
さ
れ
、
秘
密

　

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

第
２
、
第
３
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

 

無
料

対
象
者　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら
39

　

歳
ま
で
の
若
者
と
そ
の
家
族
、

　

支
援
関
係
者

相
談
内
容　
高
校
卒
業
時
や
中
退

　

時
に
進
路
が
決
ま
っ
て
い
な
い
、

　

働
い
た
経
験
は
あ
る
が
就
労
経

　

験
は
な
い
、
一
定
期
間
仕
事
に

介
護
・
福
祉
・
看
護

分
野
の
就
業
相
談
会

若
者
の
就
労
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
ふ く い

井　末
す え お

夫さん（70）
出水市の好きなところは？
　紫尾・矢筈山系から八代海
へと、緑豊かな自然に囲まれ、
環境と産業が調和する町
出水市に望むことは？
　少子高齢化の中、若い世代
が安心して定住できる、子育
てのしやすい環境の整備と、
高齢者が健康で生きがいを持
てる住みやすい町づくり。

末
すえよし

吉 きぬよさん（64）
出水市の好きなところは？
　毎年シベリアから来る鶴。
武家屋敷、日本一のお地蔵さ
んなど素晴らしい。海の物、
山の物自然に恵まれている。
大好きです！！
出水市に望むことは？
　新幹線も通るようになり、
市の発展のためにも商店街を
活気ある町にしてほしい。
頑張りましょう！

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

　

市
で
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
第
二

次
市
総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
前

期
基
本
計
画
）
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
「
市
総
合
計
画
審

議
会
」
の
設
置
に
向
け
、
委
員
の

一
部
を
募
集
し
ま
す
。
審
議
会
で

は
、
総
合
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

調
査
、
審
議
し
、
そ
の
結
果
や
意

見
を
市
長
に
報
告
し
ま
す
。

募
集
人
員　
８
人
以
内

応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
）

○
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住

　

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

　

し
て
い
る
こ
と

○
10
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
参

　

加
で
き
る
こ
と

※
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
を

　

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
を
優
先

　

し
ま
す
。

任
期　
任
命
の
日
か
ら
２
年
以
内

募
集
期
限　
９
月
30
日
（
金
）

 

所
定
の
応
募
用
紙
に
、
住
所
、

　

氏
名
、
生
年
月
日
、
略
歴
、
応

　

募
の
動
機
を
記
入
の
上
、持
参
、

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ

　

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
が
、

総
合
計
画
審
議
会
委
員

を
募
集
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

市
で
は
、
森
林
の
永
続
的
な
経
営
や

管
理
、
施
業
を
自
ら
行
い
収
入
を
得
て

い
く
「
自
伐
型
林
業
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

第
５
回
実
技
研
修
会

 

９
月
24
日
（
土
）
～
同
25
日　
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

 

市
有
林
（
野
田
地
域
角
石
）

内
容　
作
業
路
作
成
、
間
伐
材
選
木

募
集
期
限　
９
月
16
日
（
金
）

　

午
後
５
時
必
着

 

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課
に

　

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
直
接
持
参
、
郵
送
ま
た

　

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
　

高
尾
野
支
所
内
農
林
水
産
整
備

　

課
林
務
水
産
係

　
（
☎
�
５
４
２
７
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
５
４
１
４
）

　

市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
期
す
た
め
、
滞
納
処
分
の

一
環
と
し
て
市
税
等
の
滞
納
者
に
対
し
不
動
産
公
売
を
行
い

ま
す
。

　

今
回
は
次
の
日
程
で
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

対
象
物
件
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

 

10
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時
入
札
開
始

※
入
札
前
に
入
札
方
法
等
の
説
明
を
10
分
程
度
行
い
ま
す
の

　

で
、
午
前
９
時
45
分
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
３
階　

大
会
議
室

入
札
当
日
は
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
人
が
入
札
す
る
場
合
…
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

　

免
許
証
な
ど
）

②
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
…
委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確

　

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
公
売
見
積
価
額
が
50
万
円
以
上
の
物
件
の
場
合
は
、
①
ま

　

た
は
②
に
加
え
て
表
に
記
載
の
公
売
保
証
金
と
印
鑑
（
認

　

印
で
可
。
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
は
不
可
。
代
理
人
の
場
合
は
代

　

理
人
の
印
鑑
）
が
必
要
で
す
。

○
共
同
入
札
を
す
る
場
合
は
、
共
同
入
札
代
表
者
の
届
出
書

　

兼
持
分
内
訳
書

○
農
地
を
入
札
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
ほ
か
に
農
業
委
員
会

　

発
行
の
「
適
格
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
次
回

　

の
農
業
委
員
会
総
会
は
９
月
28
日
（
水
）
に
開
催
予
定
で

　

す
。
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
農
業
委
員

　

会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

※
入
札
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
税
の
納
付
等
が
あ
っ
た
場
合
、

　

対
象
物
件
の
公
売
は
中
止
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
収
納
管
理
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

 

本
庁
税
務
課
収
納
管
理
係
（
☎
�
４
０
２
８
）

　

 

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
�
５
４
１
３
）

不
動
産
公
売
を
実
施

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

自
伐
型
林
業
・
実
技
研
修
会

参
加
者
募
集

実技研修会の様子

対象物件一覧
売却区
分番号 種別 所　在 地番または 

家屋番号
地目または
種類 構造 地積または

床面積
見積価額
（円）

公売保証金
（円）

公売財産上の賃借権等の
権利の内容等

1
土地 出水市西出水町 24番 宅地 　 276.47㎡ 

2,874,000 290,000 １筆１棟一括売却。
建物 出水市西出水町24

番地 24番 居宅
木造セメ
ント瓦葺
平家建

79.97㎡

２ 土地 出水市汐見町 514番 雑種地 960㎡ 271,000 0
売却外構築物あり。
残置物多数あり。
公道に接面していない。

3
土地 出水市野田町上名

字受口檀 6792番5 畑 188 ㎡
1,289,000 130,000 買受適格証明書を要す。

２筆一括売却。
土地 出水市野田町上名

字受口檀 6788番67 田 887㎡

4 土地 出水市高尾野町柴
引字東迫 2346番4 畑 279㎡ 696,000 70,000 買受適格証明書を要す。

出水平野土地改良区域内。

5 土地 出水市向江町 462番7 宅地 167.98㎡ 845,000 90,000

6 土地 出水市文化町 772番 田 2,958㎡ 1,748,000 180,000 買受適格証明書を要す。
出水平野土地改良区域内。

7

土地 出水市住吉町 549番 宅地 157.00㎡

1,971,000 200,000 １筆１棟一括売却。
居住者有。建物 出水市住吉町549番

地 549番の1 居宅
木造セメ
ント瓦葺2

階建

1階　83.03㎡

2階　43.77㎡
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通
常　

子
ど
も
２
万
円
が
、
６

　

千
円
（
１
万
４
千
円
割
引
）

※
宿
泊
プ
ラ
ン
は
、
全
部
で
８
つ

　

の
パ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

※
各
プ
ラ
ン
と
も
定
員
に
達
し
次

　

第
終
了
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
Ｈ
Ｐ

　

を
ご
覧
に
な
る
か
、
肥
薩
お
れ

　

ん
じ
鉄
道
予
約
セ
ン
タ
ー
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
予
約
セ

　

ン
タ
ー（
☎
�
６
８
６
１
）

　

税
務
署
で
は
、
新
し
く
事
業
を

始
め
ら
れ
た
方
や
記
帳
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
に
対
し

て
、
指
導
機
関
に
よ
る
会
計
ソ
フ

ト
を
利
用
し
た
記
帳
指
導
な
ど
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、

日
々
の
取
引
内
容
を
入
力
す
る
だ

け
で
、
簡
単
に
記
帳
で
き
ま
す
。

　

記
帳
指
導
の
希
望
や
詳
し
い
内

容
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２

　

０
０
）
※
自
動
音
声
案
内

税
の
申
告
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
・
申
請
等

を
行
う
場
合
は
、
書
面
に
よ
る
提

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
国

の
九
州
観
光
支
援
の
た
め
の
割
引

付
旅
行
プ
ラ
ン
助
成
制
度
を
活
用

し
た
、
大
変
お
得
な「
九
州
ふ
っ

こ
う
割
」の
旅
行
商
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

人
気
の
観
光
列
車
「
お
れ
ん
じ

食
堂
」
な
ど
特
別
価
格
で
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
得

な
美
食
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

適
用
期
限　
９
月
30
日

日
帰
り
プ
ラ
ン
（
例
え
ば
…
）

○
観
光
列
車
「
お
れ
ん
じ
鉄
道
」

　

２
便　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ

　
（
新
八
代
駅
発
→
川
内
駅
着
）

○
通
常　

大
人
２
万
１
千
円
が
１

　

万
６
千
円
（
５
千
円
割
引
）

　

通
常　

子
ど
も
１
万
４
千
円
が

　

９
千
円
（
５
千
円
割
引
）

※
日
帰
り
プ
ラ
ン
は
、
全
部
で
６

　

つ
の
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

宿
泊
プ
ラ
ン
（
例
え
ば
…
）

○
お
れ
ん
じ
食
堂
１
便
＋
水
俣
市

　

宿
泊
（
ホ
テ
ル
湯
の
児
海
と
夕

　

や
け
）

○
通
常　

大
人
２
万
１
８
０
０
円

　

が
７
８
０
０
円
（
１
万
４
千
円

　

割
引
）

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
商
業
登
記

規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
同
日
か
ら

株
式
会
社
、
特
例
有
限
会
社
、
特

定
目
的
会
社
お
よ
び
投
資
法
人
の

登
記
申
請
の
一
部
に
つ
い
て
必
要

な
添
付
書
類
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
（
☎
０

　

９
９

－

２
５
９

－

０
６
３
６
）

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道「
九

州
ふ
っ
こ
う
割
」
で
お

得
な
美
味
し
い
旅

新
し ん や

屋　祐
ゆういち

一さん（41）
出水市の好きなところは？
　食べ物がとっても美味し
い。
出水市に望むことは？
　新幹線口前の芝生広場で
月一の新鮮野菜とパンや珈
琲が飲めるファーマーズマ
ーケットやりたいです。
ひと言
　スタイルハウスをよろし
くお願いします。

相
あいかわ

川　里
り さ

紗さん（23）
出水市の好きなところは？
　住んでいる人も、帰省で出
水に帰ってくるひとも、みん
ながほっとする安心感のあ
るまちだなと思います。
出水市に望むことは？
　音楽のイベントや施設な
どをもっと増やして、音楽活
動の盛んなまちになってほ
しいです！

出
が
必
要
な
添
付
書
類
（
登
記
事

項
証
明
書
や
売
買
契
約
書
の
写
し

等
）
に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
提

出
に
代
え
て
、
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）
で
の
提
出
が
可

能
で
す
。

※
申
告
所
得
税
や
贈
与
税
な
ど
に

　

係
る
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、

　

２
０
１
７
年
１
月
以
降
に
可
能

　

と
な
り
ま
す
。

　

税
務
・
会
計
ソ
フ
ト
等
で
作
成

し
た
財
務
諸
表
お
よ
び
勘
定
科
目

内
訳
明
細
書
を
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
受

付
可
能
な
形
式
に
変
換
で
き
る
機

能
の
提
供
も
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.e-tax.
nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）
※
自
動
音

　

声
案
内

　

不
動
産
（
土
地
・
家
屋
等
）
の

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
し

ま
す
。
早
め
に
相
続
登
記
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
間

　

に
重
ね
て
相
続
が
発
生
す
る
と
、

　

相
続
人
の
人
数
が
増
え
、
登
記

　

手
続
き
や
費
用
に
か
か
る
負
担

　

が
増
加

○
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
設

　

定
に
時
間
が
か
か
る

○
所
有
者
と
連
絡
が
と
れ
ず
、
土

　

地
の
荒
廃
、
災
害
復
旧
や
防
災

　

の
た
め
の
工
事
が
で
き
な
い
な

　

ど
の
問
題
が
発
生

※
自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た

　

め
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の

　

た
め
に
、
早
め
に
未
来
に
つ
な

　

ぐ
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
未
来

　

に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
を
検
索

　

し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
の
記
帳
（
記
録
）

方
法
を
知
り
た
い
方
に

相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か

株
式
会
社
な
ど
の
登
記

手
続
き
が
変
更
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

市
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
中

で
、
犬
や
猫
の
飼
い
方
に
関
す
る

も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。

飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ
と
は　

全
て
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と

で
す

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
は
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主

の
責
務
と
し
て
、
健
康
と
安
全
の

保
持
と
迷
惑
防
止
や
終
生
飼
育
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
命
を
預
か
る
責
任

　
「
ペ
ッ
ト
を
飼
う
」
と
い
う
こ

と
は
、
命
を
預
か
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

ペ
ッ
ト
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
快

適
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

環
境
を
整
え
、
最
後
ま
で
適
切
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
社
会
に
対
す
る
責
任

　

ペ
ッ
ト
を
大
切
に
思
う
あ
ま

り
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

飼
い
主
も
ペ
ッ
ト
も
地
域
社
会

の
ル
ー
ル
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。飼
い
主
は
、ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

飼
い
主
が
気
付
い
て
い
な
く
て

ペ
ッ
ト
は
責
任
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う

も
、
鳴
き
声
や
毛
・
羽
毛
の
飛
散
、

排
泄
物
、
臭
い
な
ど
を
迷
惑
に
感

じ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

周
辺
地
域
を
汚
し
た
り
、
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
周

囲
の
人
々
に
対
す
る
配
慮
も
必
要

で
す
。

※
９
月
20
日
～
同
26
日
は
、
動
物

　

愛
護
週
間
で
す
。

 

出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　
「
大
川
内
」「
出
水
」「
米
ノ
津
」

「
荘
」「
高
尾
野
」「
下
水
流
」「
江

内
」「
野
田
」「
東
干
拓
」
の
９
地

域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
、
人
と

農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

地
域
農
業
の
「
未
来
の
設
計
図
」

で
す
。

　

地
域
の
農
業
を
め
ぐ
る
状
況
は

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
毎
年
、
集

落
や
地
域
で
徹
底
し
た
話
し
合
い

を
行
い
、
プ
ラ
ン
の
内
容
を
見
直

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン

見
直
し
の
お
願
い

　

下
水
道
事
業
は
、
居
住
環
境
を

衛
生
的
で
快
適
な
も
の
に
し
、
川

や
海
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

で
、
健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
各
家
庭
や
事
業
所
等
が
下

水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
も
い
っ
そ

う
進
み
ま
す
。
下
水
道
事
業
の
目

水
洗
化
に
ご
協
力
を

的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
排
水
設

備
の
設
置
や
水
洗
化
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
　

高
尾
野
支
所
下
水
道
課
建

　

設
維
持
係
（
☎
�
１
３
３
７
）

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
の
臨
時
休
館

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
は
、
貴
重
な
資
料
等
を
虫
や
カ

ビ
か
ら
守
り
、
末
長
く
保
存
し
、
展
示
し
て
い
く
た
め
に
館
内

の
消
毒
・
く
ん
蒸
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
期
間
臨

時
休
館
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

休
館
期
間　

９
月
12
日
（
月
）
～
同
16
日
（
金
）

※
通
常
の
休
館
日　

　

４
月
～
10
月
：
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　

11
月
～
３
月
：
無
休

 

ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

今年度の下水道推進標語
「下水道 すいがいからの 守り神」

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
は
、
次
の
こ

と
を
決
め
ま
す

○
今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体　

　
（
個
人
・
法
人
・
集
落
営
農
）

○
地
域
の
担
い
手
は
確
保
で
き
て

　

い
る
か

○
将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り
方

○
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
方

　

針
○
近
い
将
来
の
農
地
の
出
し
手
の

　

状
況

○
地
域
農
業
の
あ
り
方

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
政
畜

　

産
係
（
☎
�
５
４
２
５
）

　

川
内
公
証
役
場
の
場
所
が
７
月

19
日
か
ら
次
の
と
お
り
移
転
し
ま

し
た
。

新
役
場
所
在
地

　

〒
８
９
５

－

０
０
６
１

　

薩
摩
川
内
市
御
陵
下
町
14
番
１

　

号
※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
も
に
変
更
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

 

川
内
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
４

　

４
８
）

川
内
公
証
役
場
移
転
の

お
知
ら
せ
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支
給
額　
３
万
円
（
支
給
対
象
者

　

１
人
当
た
り
（
１
回
限
り
））

対
象
者
（
支
給
要
件
）

　

本
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
本
年
５
月
分

の
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

※
本
年
度
実
施
し
た
「
年
金
生
活

　

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

　
（
高
齢
者
向
け
）」
を
受
給
さ
れ

　

た
方
を
除
き
ま
す
。

 
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方

　

に
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
の
お

　

知
ら
せ
」
と
「
臨
時
福
祉
給
付

　

金
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

９
月
下
旬
ま
で
に
送
付
予
定
で

　

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策

　

係
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利
用

促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
熊
本
県

天
草
市
地
域
政
策
課
）
で
は
、
熊

本
県
天
草
市
と
長
崎
県
島
原
地

域
・
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
を
結
ぶ

フ
ェ
リ
ー
航
路
の
利
用
促
進
の
た

め
、
乗
船
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
世
界
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
す
「
天
草
の
﨑
津
集

落
」
や
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

天
草
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

９
月
１
日
～
12
月
16
日

※
先
着
４
０
０
台
限
定

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
航
路

○
口
之
津
～
鬼
池
航
路

　
（
島
鉄
フ
ェ
リ
ー
）

○
中
田
～
諸
浦
航
路

　
（
天
長
フ
ェ
リ
ー
）

○
牛
深
～
蔵
之
元
航
路

　
（
三
和
フ
ェ
リ
ー
）

利
用
方
法　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ

　

シ
に
往
路
の
乗
船
証
明
を
押
し

　

て
も
ら
い
、
天
草
市
内
の
対
象

　

宿
泊
施
設
の
証
明
印
を
も
ら
う

　

と
復
路
の
フ
ェ
リ
ー
代
、
車
両

　
（
５
ｍ
未
満
ま
で
）
と
同
乗
者

　

２
人
ま
で
無
料
で
乗
船
で
き
ま

　

す
。

※
利
用
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人

　

の
方
へ
天
草
特
産
品
を
プ
レ
ゼ

　

ン
ト
し
ま
す
。

 
天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利

　

用
促
進
協
議
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
６
９

－

２
７

－

６
０

　

０
０
）

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

臨
時
福
祉
給
付
金

　

２
０
１
４
年
４
月
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
（
５
㌫
か
ら
８
㌫
）
に

よ
る
生
活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
本
年

度
も
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
額　
３
千
円
（
支
給
対
象
者

　

１
人
当
た
り
（
１
回
限
り
））

対
象
者
（
支
給
要
件
）

　

本
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
に

　

お
い
て
、
本
市
に
住
民
登
録
さ

　

れ
て
い
る
方
で
、
本
年
度
分
の

　

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

　

れ
な
い
方

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

　

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生

　

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど

　

は
支
給
対
象
外
で
す
。

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
、
障
害
・
遺
族
年
金

受
給
者
を
支
援
す
る
た
め
「
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
）」
を
支
給
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

お
知
ら
せ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

家
具
の
転
倒
防
止
工
程
方
法（
例
）

　

イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
自
宅
の
家

具
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
家
屋
は
、
１
９
８
１
（
昭

和
56
）
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
で
す
。
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
等
の
災
害
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
ご
利
用
く
だ
さ
い

補
助
額
（
率
）

耐
震
診
断

　

補
助
率　

３
分
の
２

　

限
度
額　

２
万
円

耐
震
改
修
工
事

　

補
助
率　

３
分
の
１

　

限
度
額　

20
万
円

※
診
断
や
工
事
を
行
う
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

・
　

本
庁
都
市
計
画
課
建
築
係

　
（
☎
�
４
０
６
５
）

自
宅
の
健
康
診
断
を

し
ま
せ
ん
か
？

（出展：消防庁ホームページ）
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　真心あふれる一筆で受け取る人へ
笑顔を届ける。そんな絵手紙を公民
館で描いてみたい方は、ぜひご参加
ください。
対象者　18歳以上（高校生不可）
定　員　20人
開催日　10月14、21、28日
　　　　11月25日、12月2日（金曜日）
時　間　午後１時30分～同３時30分
場　所　市中央公民館
受講料　無料（材料代2,000円）

　初めての方でも大歓迎。家庭で楽
しくパン作りができるように学んで
みませんか。
対象者　18歳以上（高校生不可）
定　員　15人
開催日　10月13、27日、
　　　　11月10、24日、12月１日
　　　　（木曜日）
時　間　午前10時～午後１時
場　所　市民交流センター
受講料　無料（材料代１回600円）

2016 年度　市公民館講座のご案内

絵手紙講座（全５回） てごねパン作り講座（全 5 回）

　そば打ちの楽しさや、自分で作っ
たそばの味をみんなで一緒に堪能し
ませんか。
対象者　18歳以上（高校生不可）
定　員　20人
開催日　12月３日（土曜日）
時　間　午前10時～午後１時
場　所　高尾野農業者健康管理セン
　　　　ター
受講料　無料（材料代500円）

　クリスマスにぴったりな料理やデ
ザート。今年はいつもと違うホーム
パーティーはいかがですか。
対象者　18歳以上（高校生不可）
定　員　20人
開催日　12月10日（土曜日）
時　間　午前10時～午後１時
場　所　高尾野農業者健康管理センター
　　　　調理室
受講料　無料（材料代600円程度）

そば打ち体験 簡単！クリスマス料理

申込期限　９月23日（金）午後５時
申し込み方法　電話またはＦＡＸでお申し込みください。
※ＦＡＸで申し込まれた場合は折り返し確認します。３日以内にＦＡＸが届かない時はご連絡ください。
開 講 式　各講座開催日の初日に行います。
※各講座、原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。
※１人で２講座以上申し込みができます。
※募集定員を超えた場合は、出水市民で初めて受講される方を優先し抽せんを行います。
※託児付き講座について、希望される方は受講申し込みと併せてお申し込みください。
申し込み・問い合わせ先　市中央公民館（☎63－2106　ＦＡＸ64－1105）

　絵本の読み聞かせや手遊び歌、童
謡などを聴きながらお子様と一緒に
笑顔のひと時を過ごしませんか。
対象者　就学前の子どもを持つ保護者
定　員　20人
開催日　10月７、14日、
　　　　11月25、12月２日（金曜日）
時　間　午前10時30分～同11時30分
場　所　市中央公民館
受講料　無料

だっこ ＤＥ 絵本（全 4 回）

　お弁当の栄養バランスや彩りを学
びながら親子で楽しくお弁当作り。
どんなお弁当が出来上がるかな？
対象者　市内在住の小学生以上の
　　　　児童とその保護者
定　員　15組
開催日　１月14日（土曜日）
時　間　午前10時～午後１時
場　所　市民交流センター 調理室
受講料　無料（材料代600円）

親子でお弁当作り【託児付き】

　ANNIE　SLOANペイントは手早
く仕上がる英国生まれの自然塗料シ
リーズです。ぜひ体験してみません
か。初心者大歓迎！
対象者　18歳以上（高校生不可）
定　員　20人
開催日　11月15日、12月６日
　　　　（火曜日）
時　間　午前９時30分～同11時30分
場　所　市中央公民館
受講料　無料（材料代3,000円）

　中学・高校生の皆さん、「誰とで
も会話を楽しみたい」「コミュニケー
ション力を高めたい」そう思ったこ
とはないですか？スキルアップにつ
ながります。ぜひ体験してください。
対象者　市内在住の中学生、高校生
定　員　20人
開催日　11月12日（土曜日）
時　間　午後１時30分～同３時30分
場　所　市中央公民館
受講料　無料（テキスト代500円）

コミュニケーション力を育てよう

　市では多くのイベントやさま
ざまな講座を行っています！
　今回お配りしたうぐいす色の
「平成 28 年度生涯学習の事業案

内（下半期版）」には来年３月ま
での情報が満載！
　お手元に置いて、ご活用くだ

さい。

ANNIE　SLOANペイントによる

デコパージュ（全２回）【託児付き】
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リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
を
ご
み
と

し
て
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
た
食

品
ト
レ
イ
類
、
パ
ッ
ク
、

カ
ッ
プ
類
、
ボ
ト
ル
類
な
ど
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
は
、
新

た
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
な
ど
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
大
切
な
資
源

で
す
。

「
そ
の
都
度　

洗
っ
て　

リ
サ
イ

ク
ル
」
を
心
掛
け
、
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

120

日
頃
か
ら
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
！

　

ス
ト
レ
ス
は
、
た
め
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い

て
も
い
つ
の
ま
に
か
た
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
！
。

普
段
か
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
を
い
く
つ

か
組
み
合
わ
せ
「
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
」
を
意
識
し
た

生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、

①
自
分
に
合
っ
た
睡
眠
時
間
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
る

②
三
食
し
っ
か
り
食
事
を
と
る

③
適
度
に
か
ら
だ
を
動
か
す

こ
の
３
つ
は
、
最
も
重
要
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
強
い
心
身
を
保
つ
た
め
、
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自
分
が
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、

○
深
呼
吸
を
す
る

○
笑
う

○
朝
日
を
浴
び
る

○
動
物
を
飼
う

○
歌
う
（
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）

な
ど
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
は
、
心
と
か
ら
だ
を
元

気
に
す
る
活
性
化
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
意
識
し
て
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

加
え
て

・
ゆ
っ
く
り
湯
船
に
つ
か
る

・
お
気
に
入
り
の
居
場
所
を
見
つ
け
る

・
お
気
に
入
り
の
服
装
に
着
替
え
る

・
映
画
・
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
す
る

・
趣
味
を
も
つ
（
絵
を
描
く
な
ど
）

・
自
分
の
好
き
な
に
お
い
を
楽
し
む

な
ど
、
自
分
自
身
が
、
ゆ
っ
た
り
と
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
は
、
い
く
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方

法
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
一
つ
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
と
よ
り
効
果

的
で
す
よ
！

　

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

の
一
つ
で
す
。
気
軽
に
話
せ
る
場
所
を
持
っ
て

お
く
こ
と
も
良
い
で
す
ね
。

　

最
後
に
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

身
近
な
人
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
も
関
心

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
互
い
に
〝
気
づ

き
・
聴
く
〟〝
支
援
に
つ
な
ぐ
〟〝
見
守
る
〟
こ

と
が
大
切
で
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
、
か
か
り
付
け
医
や
保

健
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
10
日
は
『
世
界
自
殺
予
防
デ
イ
』、
９
月

10
日
か
ら
同
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。

　

地
域
で
支
え
合
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
係

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
御
協
力
を
！

商
品
の
容
器
・
包
装
で
な
い
も
の

（
バ
ケ
ツ
や
タ
ラ
イ
等
）
や
、
汚

れ
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
燃
や
せ

る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
じ
種
類
の
商
品
の
容

器
で
も
素
材
が
違
う
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
容
器
の
表
示
に
従
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
え
ば
あ
く
ま
き
用
あ
く
汁
の

容
器
な
ど
）

ボトル類発砲スチロールなど

リサイクル対象の容器包装類

パック・カップ類 袋・ラップ類

お元気ですか？
あなたのこころ！
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・
本
人
名
義
の
通
帳
、
認
印

○
本
人
、
配
偶
者
の
ど
ち
ら
か
に

厚
生
年
金
加
入
期
間
が
20
年
以
上

あ
る
方

・
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄
本

・
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収

票
等

○
そ
の
他
必
要
な
書
類

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
（
雇
用
保

険
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方
）

・
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
（
共

済
組
合
に
加
入
記
録
が
あ
る
方
）

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号

以
外
に
番
号
を
お
持
ち
の
方
）

こ
れ
ら
以
外
に
も
書
類
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
が
65
歳
に

な
っ
た
と
き

　

60
歳
代
前
半
の
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

が
65
歳
に
到
達
す
る
誕
生
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」

は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
ず
郵
送
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅

れ
る
と
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

降
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ

発
行
後
６
カ
月
以
内
の
も
の
が
有

効
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
請
求
書
は
、
被
保
険
者
期

間
が
第
１
号
被
保
険
者
だ
け
の
方

は
本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当
窓

口
で
提
出
で
き
ま
す
が
、
厚
生
年

金
に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方
や

第
３
号
被
保
険
者
期
間
が
あ
る
方

は
日
本
年
金
機
構
川
内
年
金
事
務

所
で
提
出
す
る
か
、
毎
月
１
回
開

設
さ
れ
る
出
水
地
区
年
金
相
談
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

請
求
時
に
必
要
な
書
類

○
全
て
の
方
が
用
意
す
る
も
の

・
年
金
請
求
書

・
住
民
票
コ
ー
ド

○
老
齢
年
金
請
求
方
法
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
の
受
給
要
件
を
満
た

し
た
方
が
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
年
金
請
求
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

発
生
す
る
方
に
は
、
支
給
開
始
年

齢
に
到
達
す
る
月
の
３
カ
月
前
に

「
年
金
請
求
書
」
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
年
金
請
求
書
は
受
給
開
始

年
齢
到
達
日
以
降
に
提
出
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
61
歳
か
ら

年
金
の
受
給
が
可
能
な
方
は
61
歳

の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
提
出
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
謄
本
な
ど

の
添
付
書
類
は
受
給
権
発
生
日
以

開 催 日
　10 月 27 日（木）　高尾野支所
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手
続き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
架

空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
等
に「
有

料
サ
イ
ト
の
料
金
が
未
納
な
の
で
、
料
金

を
支
払
わ
な
い
と
法
的
手
続
き
を
取
る
」

と
い
っ
た
内
容
の
電
話
や
メ
ー
ル
等
が
突

然
届
く
と
い
っ
た
相
談
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
架
空
請
求
の
支
払
い
手
段

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
銀
行
振
り
込

み
の
ほ
か
、
消
費
者
に
購
入
さ
せ
た
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
番
号
を
業
者
に
伝
え
さ

せ
る
事
例
（
い
わ
ゆ
る
「
プ
リ
カ
詐
欺
」）

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

詐
欺
業
者
が
消
費
者
に
「
支
払
番
号
」
を

伝
え
、
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
そ
の
番
号
を

使
っ
て
料
金
を
支
払
わ
せ
る
と
い
う
コ
ン

ビ
ニ
払
い
（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
）
の
仕

組
み
が
悪
用
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

（
事
例
）
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
が
未

納
で
あ
る
と
電
話
が
来
た
の
で
、
コ
ン
ビ

ニ
で
支
払
っ
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
ら
っ

た
領
収
書
を
見
た
ら
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

落
札
し
た
商
品
代
金
を
支
払
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

【
注
意
す
る
こ
と
】

●
覚
え
の
な
い
請
求
や
心
当
た
り
が
あ
っ

て
も
不
審
だ
と
思
う
請
求
に
は
、
電
話
や

メ
ー
ル
等
で
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
業
者
に
支
払
番
号
を
伝
え
ら
れ
て
も
決

し
て
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詐
欺
業
者
は
、
消
費
者
に
電
話
や
メ
ー

ル
で
支
払
番
号
を
事
前
に
伝
え
る
場
合

や
、
コ
ン
ビ
ニ
に
着
い
た
ら
電
話
す
る
よ

う
に
指
示
し
、
消
費
者
が
コ
ン
ビ
ニ
で
電

話
を
す
る
と
、
そ
の
場
で
支
払
番
号
を
伝

え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
消

費
者
が
コ
ン
ビ
ニ
内
の
端
末
を
操
作
し

て
、
出
て
き
た
用
紙
を
レ
ジ
に
持
っ
て

行
っ
て
支
払
っ
た
り
、
レ
ジ
の
店
員
に
直

接
支
払
番
号
を
伝
え
て
支
払
っ
て
い
ま

す
。

　

も
し
こ
の
よ
う
な
方
法
で
支
払
う
よ
う

指
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
審
な
取
り
引

き
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
支
払
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
支
払
っ
た
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
気
づ
い
た

場
合
に
は
、
早
急
に
支
払
い
時
の
領
収
書

に
書
か
れ
て
い
る
事
業
者
へ
連
絡
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
出
水
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
や
、
警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話

＃
９
１
１
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時３０分〜午後５時
　（正午〜午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎６３−６２０３）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターへお電話ください。

コ
ン
ビ
ニ
払
い
を
指
示
す
る

架
空
請
求
に
ご
注
意
！

10 月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】
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　７月30日（土）、本市高尾野町の

上水流相撲場で、「第11回出水地区ち

びっこ相撲大会」が開催されました。

　大会は出水地区の19校、226人が参

加して行われ、観客席からの黄色い

声援に、勝ってガッツポーズをする

力士や負けて悔し涙を流す力士もおり、

大いに盛り上がりました。

　本大会の入賞者とは別に、他の

模範となるような力士、学校に、

出水市防犯協会長から努力賞と礼

節賞が贈られました。

　夏休みが終わり、長い休み期間中の

解放感や遊び癖などから抜けきれず、

不登校や家出が多くなりがちな時期で

す。

　出会い系サイト等をきっかけに、性

的被害など悪質な犯罪に遭うケースも

少なくありません。

　今一度、子どもと正面から向き合ってみませんか。
5 曽於市 3.3

15 出水市 1.3

※（　）内の数字は前年同期比

（暫定値）

出水市防犯協会☎６３－１５００問い合わせ先

２０１６年
７  月  中
２０１６年
累　　　計

＜出水警察署管内＞　　　

交通事故発生状況（人身）

発生件数 死　者

19
(±0)
130
(-9)

0

＜平成２８年９月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

1 鹿児島市 63.2 1 鹿児島市 48.8

※犯罪率：認知件数を１万人当たりに換算した数値

＜刑法犯の犯罪率＞ ＜窃盗犯の犯罪率＞
順位 市　町 犯罪率 順位 市　町 犯罪率

3 鹿屋市 47.9 3 鹿屋市 35.2

2 霧島市 58.9 2 霧島市 47.1

41.8 4 姶良市

9 出水市 29.2 10 出水市 18.6

35.2

5 薩摩川内市 31.9 5 薩摩川内市 25.7

4 姶良市

1
2
3
4
5

12

順位

出水市

霧島市

奄美市

指宿市

姶良市

(-1)

負傷者

24
(-4)
164
(-15)

13 出水市 4.3

0

＜自転車盗の犯罪率＞

＜万引きの犯罪率＞

(±0)

犯罪率

1

いちき串木野市

出水市

5 鹿児島市 8.5

2

市町村

薩摩川内市

南九州市

3 姶良市 9.8
4 南九州市 9.4

3 鹿児島市 3.5
4 いちき串木野市 3.4

5.2

市町村 犯罪率

2
霧島市

阿久根市

13.3

12.8

順位 市町村 順位 市町村犯罪率

2.2

2.2
1.6
0.9

鹿児島市

霧島市

奄美市

姶良市

鹿児島市

日置市

1
2
3
4

霧島市

2
3

0.6

0.5

順位

1

4
5

12
出水市 0.6

さつま町

鹿屋市

奄美市

犯罪率

5.3

5
6
7

順位

1.7

＜住宅侵入盗の犯罪率＞

＜オートバイ盗の犯罪率＞

＜車上ねらいの犯罪率＞

［礼節賞：出水小学校］ ［礼節賞：平尾小学校］

［努力賞：塚原永吉さん、肱黒志祐さん、中村心音さん］

市町村 犯罪率

南九州市 4.4

4.2

4.1
3.9

3.7

19.4

12.7
10.7
7.3
6.5

2.4

1

出水市の安全・安心度は？
（2015年中：県内の人口２万人以上の18市町）

＜振り込め詐欺＞ （16件：約5,490万円）

○オレオレ詐欺 １件：約700万円

○架空請求詐欺 13件：約4,560万円

○融資保証金詐欺 １件：約180万円

○還付金詐欺 １件：約50万円

＜振り込め詐欺以外＞ （８件：約3,090万円）

○金融商品等取引名目 ７件：約2,810万円

○ギャンブル必勝法情報提供名目

１件：約280万円

うそ電話詐欺の認知状況（県内：７月末現在）

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 6年
７ 月 中

19 件
（±０）

０人
（±０）

24 人
（－４）

2 0 1 6年
累 計

130 件
（－９）

０人
（－１）

164 人
（－ 15）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先
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◎ ツル博物館クレインパークいずみで絵本を読みませんか！ 

ツル博物館クレインパークいずみに絵本などを設置しました。場所は、博物館の玄関から階

段を下りて、研修室などがあるフロアーです。 
ここに、常時、幼児向けの絵本や「出水市家読推薦図書」を設置し、来館された方にゆった

りとした気持ちで本を読んでいただけたらと思っています。時には、ボランティアの方による読

み聞かせを企画していきたいと考えています。 
花公園で遊んだ後にちょっと一休みといった感じで、立ち寄

っていただければ、楽しい本との出会いが生まれるのではない

でしょうか。本を設置してあるところは無料ですので、どうぞ

お出かけください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◎ 家読にお勧めします！！ 

 

くすのき しげのり 作 ふるしょう ようこ 絵 

「背は低いし、１００点なんか一回もとったことない。わたしって、ええところなんかひとつも

ないな～。」と思っていたあいちゃん。ある日、友だちのともちゃんに聞いてみた。「わたしのえ

えとこおしえて！」 
ともちゃんは、次の日、あいちゃんのいいところを教えてくれた。「それって、ええところ？」

と思うようなことなのですが・・・。 
 読んだ後、家族や友だちとお互いの良いところを、素直な気持ちでほめあえるそんな気持ちに

なれる絵本です。絵も淡い色遣いでほのぼのした内容にぴったりです。他人の良さを認め合える

って素敵なことですね。 
 

 
 

    

  第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

設置してある本 

札幌すずらん文庫       ・・・200 冊（巡回用） 

出水市家読推薦図書小中学校用 ・・・100 冊 

幼児向けの絵本         ・・・70 冊程度 

一般図書            ・・・30 冊程度 

『ええところ』
　くすのきしげのり　作　　ふるしょうようこ　絵
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「しげちゃんとじりつさん｣ 室井　滋　作
●「ゆびさきちゃんのだいぼうけん」 いわい　としお　著
●「いもさいばん」 きむら　ゆういち　文
●「げたにばける」 新美　南吉　作
●「おばけマンション」 鈴木　翼　文
●「世界一の三人きょうだい」 グードルン・メプス　作
●「四人のおばあちゃん」 ダイアナ・ウィン・ジョーンズ　作
●「こうさぎとほしのどうくつ」 わたり　むつこ　作
●「ふしぎなカサやさん」 みやにし　たつや　作・絵
●「ねずみくんとおばけ」 なかえ　よしを　作

≪中学生・高校生≫

●「百年後、ぼくらはここにいないけど」 長江　優子　著
●「ペーパーボーイ」 ヴィンス・ヴォーター　作
●「トットちゃんとソウくんの戦争」 黒柳 徹子 著・田原 総一朗 著

≪一般≫

●「治部の礎」 吉川　永青　著
●「海の家族」 石原　慎太郎　著
●「アンマーとぼくら｣ 有川　浩　著
●「歌姫メイの秘密」 伊藤　たかみ　著
●「私が失敗した理由は」 真梨　幸子　著
●「大沼ワルツ」 谷村　志穂　著
●「ずんずん！｣ 山本　一力　著
●「スタフ　staph」 道尾　秀介　著
●「枕元の本棚」 津村　記久子　著
●「酔狂市街戦」 戌井　昭人　著
●「落陽」 朝井　まかて　著
●「ラストナイト」 薬丸　岳　著
●「恋するハンバーグ｣ 山口　恵以子　著
●「ラヴィアンローズ」 村山　由佳　著
●「三舟、奔る！」 仁木　英之　著

図書館名
（電話番号） 開館時間 ９月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

20日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 16日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

９月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

９月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

６日
—

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
７日
21日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

１日
15日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
８日
—

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

９日
23日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

９月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

７、14、21、28日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

５、12、19、26日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

13、27日（火）
午前10時30分～

夜のおなはし会 17日（土）
午後７時～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

１、８、15、22、29日
午後４時～

だっこでギュッ １日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（金）
午後７時～

～　夜のおはなし会　～

高尾野図書館で夜のおはなし会を行います。
日　時　：　９月17日（土）
　　　　　　午後７時から（開場午後６時 45分）
場　所　：　高尾野図書館２階
内　容　：　図書館スタッフとボランティアによる
　　　　　　読み聞かせと本の貸し出し
問い合わせ先　　高尾野図書館　（☎８２－５４５２）

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　６月29日に発生した建物火災時に、119番通報や
初期消火活動など行い、被害を最小限にとどめた功
績に対して感謝状を授与しました。
　感謝状を贈られたのは、宮下乃里子さん（鹿島）、
真島義典さん（新藏上）と市内在住の男性（名前等の
公表を辞退）。３人は連携して、消防署への通報、
所有者への連絡、水道を使用した消火活動など迅速
な行動で初期消火にご協力いただきました。

３
世
代
で
交
通
安
全

交
通
安
全
３
世
代
フ
ェ
ス
タ

　７月18日、市民ボランティア等によるコスモスの
苗の植栽が、上場高原で行われました。
　当日は、集まった多くの市民ボランティア等が、
30センチメートルほどに育ったコスモスの苗を、３
㌶の斜面に植え付けました。
　今回植えられた25万本のコスモスは、９月下旬か
ら10月上旬にかけて見頃になります。

秋
が
楽
し
み

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
植
え
付
け

３
０
０
万
人
達
成

特
産
館
い
ず
み

　

７
月
18
日
、
特
産
館

い
ず
み
の
来
客
者
数
が

３
０
０
万
人
を
達
成

　７月24日、文化会館および同駐車場で、交通安全
三世代フェスタが行われました。
　会場では、交通安全宣言や自転車交通安全教室（ぜ
んちゃん）、自転車シミュレータによる体験教室、
高齢者の疑似体験など行われました。また、駐車場
では、白バイ・パトカーの展示やＪＡＦの交通教室、
消防署による救助活動の実演などもありました。

初
期
消
火
に
感
謝
状

出
水
消
防
署

　７月26日～同28日の３日間、市内の中学・高校生
10人が本市と友好都市である山口県周南市に派遣さ
れました。10人の子どもたちは、周南市で鶴いこい
の里交流センター見学や農家民泊を体験し、元気に
帰ってきました。同事業による派遣は、昨年度に続
き２回目で、12月には周南市の青少年を本市で受け
入れる予定です。

青
少
年
交
流
事
業

周
南
市
と
の
交
流

　７月28日、市青果市場近くで交通安全街頭キャン
ペーンが行われました。
　これは、日ごろから交通安全を意識し安全運転に
取り組んでもらおうと、出水警察署、出水地区交通
安全協会などが中心となり開催されたもの。キャン
ペーンでは、自動車の運転者の皆さんに交通安全を
呼び掛け、ティッシュなどを手渡しました。

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

し
、
く
す
玉
割
り
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
お
弁
当
な
ど
買
い
に
よ

く
利
用
す
る
と
い
う
市
内
在
住
の
京
田
久
美
子
さ
ん
。
記
念

品
に
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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ア
ユ
の
建
網
漁
を
体
験

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
促
進
事
業

小
型
ポ
ン
プ
貸
与
式

市
消
防
団

司
会
を
務
め
、
江
内
山
田
樂
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
児
童
代

表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
～
、
佐
久
間
レ
イ

さ
ん（
声
優
、
歌
手
、
脚
本
家
）に
よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
各
校
で
取
り
組
む

「
命
の
教
育
」の
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

相
手
の
気
持
ち
や
自
他
の
命
の
大
切
さ
、
生
き
る
こ
と

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

命
に
つ
い
て
考
え
る

い
ず
み
宝
子「
命
」の
サ
ミ
ッ
ト

　従業員の勤務時間中の消防団活動を理解し、積極
的に協力している事業所への表示証交付式が８月２
日、出水消防署で行われました。
　今回、表示証を交付されたのは、丸久建設株式会
社、ヤマト運輸株式会社出水センター、リペアショッ
プ牧尾、株式会社のぼる産業、有限会社釜﨑水道の
５事業所で、協力事業所は、これまでの交付事業所
と合わせて46事業所となりました。

消
防
団
活
動
を
支
援

消
防
団
協
力
事
業
所

　７月28日、出水消防署で小型ポンプ貸与式が行わ
れ、市消防団第３分団第３部（西出水地区）、第４分
団第２部（米ノ津東地区）、第５分団第３部（米ノ津
地区）に新型小型動力ポンプが貸与されました。
　新型小型動力ポンプの貸与（更新）によって、消防
団の機動力が向上し、市民の安全安心を確保する上
で大変心強いものとなります。

　

７
月
31
日
、
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
を
利
用
し

て
も
ら
お
う
、
川
で
遊

び
、
ア
ユ
漁
体
験
を
通

し
て
自
然
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
て
も
ら
お

う
と
、
肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
利
用
促
進
協
議
会

に
よ
る「
ア
ユ
の
建
網

漁
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
を
利
用
し
て

集
ま
っ
た
参
加
者
約
80

人
が
、
川
を
横
切
る
よ

う
に
仕
掛
け
ら
れ
た
建

網
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア

ユ
を
手
づ
か
み
で
捕

り
、
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
川
か
ら
上
が
る
と

ア
ユ
の
塩
焼
き
を
口

い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

　

野
田
郷
駅
か
ら
お
れ

ん
じ
鉄
道
を
利
用
し
て

参
加
し
た
、
遠
竹
竜
太

郎
君（
野
田
小
学
校
２

年
）は
、「
み
ん
な
で
電

車
に
乗
っ
て
楽
し
か
っ

た
。
ア
ユ
も
た
く
さ
ん

と
れ
て
、
お
い
し
か
っ

た
！
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
市
内
の

全
小
・
中
学
校
と
出
水

商
業
高
校
の
児
童
生
徒

の
代
表
が
一
堂
に
会

し
、
い
ず
み
宝
子「
命
」

の
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
高

尾
野
中
学
校
の
下
野
さ

ん
と
古
河
さ
ん
が
総
合
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　市内グラウンド・ゴルフ各団体の皆さんが、九州
大会や全国大会に出場するのを前に、市役所を表敬
訪問しました。予選会を通過した各チームの皆さん
から報告を受け、市長から激励のあいさつを行いま
した。
　宮崎県総合運動公園で開催される、九州地区グラ
ウンド・ゴルフ交歓宮崎大会には、野田協会の「野
田まなづる」「野田すまいる」の皆さん、「高尾野協会
役員」の皆さん、出水協会の「西之口同好会」「松尾同
好会」の皆さんが出場されます。
　また、佐賀県立総合陸上競技場および周辺施設で
開催される、全国グラウンド・ゴルフ交歓佐賀大会
には、「出水クレインズ１」「大川内同好会」の皆さん
が出場されます。

長
年
の
活
動
に
感
謝
状

H
ow

 to 21club

・新
町
長
寿
会

19 4

2 優勝 10

6 9

6 0

10 3

0 0

4 2

第６３回自治会対抗野球大会トーナメント表

花
立
西

花
立
西

平
松
西

上
水
流

西
之
口

下
中

太
田

西
水
流

町
・
別
府

　

７
月
16
日
か
ら
８
月

６
日
に
か
け
て
48
チ
ー

ム（
71
自
治
会
）が
参
加

し
、
出
水
市
市
制
施
行

10
周
年
記
念
事
業
第
63

回
自
治
会
対
抗
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熱
戦
が
続
い
た
同
大

会
は
、
８
月
６
日
に
決

勝
戦
が
行
わ
れ
、
花
立

西
自
治
会
が
太
田
自
治

会
に
６
対
０
で
勝
利

し
、
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

【
結
果
】

優　

勝

　

花
立
西
自
治
会

準
優
勝

　

太
田
自
治
会

第
３
位

　

上
水
流
自
治
会

　

西
水
流
自
治
会

花
立
西
が
初
の
栄
冠

市
自
治
会
対
抗
野
球
大
会

　道路環境の保全や美化活動が評価され、国土交通
省九州地方整備局鹿児島国道事務所長から感謝状
を贈られた新町長寿会（一住連守代表）、How to 21 
Club（吉井秀之理事長）の皆さん。
　２つの団体は、国道３号沿いの歩道等の除草・清
掃作業や美化活動など長年にわたり取り組んでいた
だいています。

全国大会・九州大会へ
グラウンドゴルフ

　８月２日、同３日、クレインパークいずみで、お
もしろ実験教室を開催しました。
　市内の小・中・高等学校の理科教諭を講師に迎え、
実験や工作など７つのブースでさまざまな実験が行
われました。２日間で約960人の子どもたちが参加
し、それぞれ興味のある実験に挑戦し、複数の実験
等を体験しました。

今
年
も
大
人
気

お
も
し
ろ
実
験
教
室
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カ
ー
・
ニ
ー
ル
先
生
が
着
任

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

ラ
ウ
・
リ
ア
ン
先
生
が
着
任

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）　みなさん、はじめまして。

　私は、Ｌａｕ　Ｌｅａｎｎｅ（ラウ　リアン）です。
カナダ　ブリティッシュコロンビア州から来ました。
　私は、いろいろな文化に触れることが好きで、日
本の文化にも強い興味を持っていました。そして、
子どもたちと一緒に活動することが大好きです。
　私は、以前の職場の同僚がＡＬＴの経験があり、
その話を聞いてＡＬＴとして日本に来ることを希望
していました。今は、その夢が叶ってとても幸せで
す。
　これから、英語をとおして、出水の子供たちと一
緒に活動できることを楽しみにしています。

有料広告 欄有料広告欄有料広告欄有料広告 欄
【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　みなさん、はじめまして。
　私は、Ｃａｒｒ　Ｎｅｉｌ（カー　ニール）です。
アメリカ合衆国コロラド州デンバーから来ました。
　私は、小さい時から日本の食や生活様式にとても
興味がありました。今は、武士道にも興味がありま
す。
　出水には武家屋敷があって、これから始まる出水
市での生活が非常に楽しみです。
　私は、小学校の教諭をしていましたので、出水の
子どもたちの英語力やアメリカ文化に対する興味、
関心を高め、国際的な感覚を養うお手伝いができる
ことを楽しみにしています。

所在地 出水市上鯖渕１４７５番地３
TEL ０９９６ｰ７９－４８３９（担当・中村）

訪問依頼ご相談件数の増幅にともない

登録型ホームヘルパー募集中

資 格 ／ ヘルパー２級以上
訪問地区／ 出水地区（野田、高尾野）全域
時 間 帯／ 勤務可能な曜日と時間帯をご相談下さい

仕事と家事、子育て等との両立をお考えの方大歓迎です♪
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼現在募集中の広告につきましては、2016年10月号以降
の掲載予定となります。

木野興産　㈱

クリクラやはず

水素水

マジックポットⅡ

０１２０－０８１－１３２
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

松　

本　

結ゆ

い

な愛
（
翔
太
・
め
ぐ
み
）

濵　
　
　

瑠る

い

と
唯
斗
（
将
悟
・奈
緒
）

齊　

藤　
　
　

悠は
る

（
豪
利
・麻
衣
）

山　

田　

琴こ

と

ね音
（
哲
酬
・里
美
）

梅　

田　

隼し
ゆ
ん
す
け輔
（
陽
平
・里
沙
）

溝　

内　

麗れ

な奈
（
秀
二
・
愛
）

中　

尾　

七な

な

せ聖
（
潤
喜
・
佳
奈
子
）

深　

水　

心こ

こ

な愛
（
卓
也
・朋
花
）

園　

田　

希き

ほ帆
（
康
泰
・真
弥
）

山　

下　
　
　

栞
し
お
り

（
英
俊
・
絵
里
加
）

宮　

原　

快か

い

と斗
（

毅

）

川　

畑　

あ

や
（
友
樹
・千
真
）

倉　

田　

彩あ

や矢
（
悟
・
祥
子
）

中　

村　

颯そ

う

き希
（
誠
・さ
く
ら
）

藏　

滿　

ほ
の
か
（
宜
哉
・千
春
）

麦
生
田　

康こ

う

た太
（
康
友
・
由
美
子
）

房　

村　

の
ぞ
み
（
伸
一
・祥
子
）

野　

添　
　
　

航こ
う

（
伊
知
雄
）

犬　

窪　

帆ほ

の

か花
（
広
樹
・愛
実
）

池　

上　

結ゆ

う

き絆
（
尚
・
紗
貴
）

川　

添　

蓮れ

ん

と斗
（
優
治
・理
惠
）

肱　

岡　

愛あ

ゆ

な
結
奈
（
謙
太
・
沙
耶
花
）

武　

内　

奏か

な

た汰
（

寛

）

本　

田　

茉ま

こ子
（
大
地
・瑞
惠
）

松　

田　

和わ

く空
（
涼
・
景
子
）

（
７
月
２
日
～
７
月
29
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

田　

中　

サ
ツ
キ
87

鶴
寿
園

木　

場　

保　

男
84

柴

引

永　

野　

辰　

美
76
本
町（
野
田
）

谷　

口　

久
美
子
69

上

屋

今　

村　

エ　

リ
25

桜

町

藤　

田　

英　

規
81

萩
之
段

福　

山　

福　

子
66

山

崎

石　

澤　

久　

子
67

上
水
流

田　

上　

ア
キ
ノ
85

上

松

　

丸　

み
つ
子
66
八
幡（
出
水
）

秋　

野　
　
　

進
74

尾
野
島
浜

堤　
　
　

靜　

枝
101
天
神（
野
田
）

南　

田　

秋　

吉
85
野
添
下（
高
尾
野
）

髙　

木　

新　

八
80

諏
訪
馬
場

橋　

口　

日　

利
68

地

蔵

上　

野　

利　

雄
88

上

町

川　

添　
　
　

寛
68

栗
毛
野

馬
場
園　

建　

夫
72

平
松
東

松　

下　

哲　

男
83

六
月
田
中

高　

木　

ま
ゆ
み
58

古

浜

屋　

地　

榮　

三
99

岩

元

林　
　
　

ヱ
ミ
子
87

上
竪
馬
場

橋　

本　

ハ
ツ
エ
99
元
町（
出
水
）

江　

口　

サ
エ
子
85

津

山

舩　

島　

清　

子
94

瀉

二　

宮　

文　

敏
78
野
添
下（
高
尾
野
）

湯　

田　

一　

人
89

上
水
流

今　

村　
　
　

定
69

中

郡

宮　

原　

チ　

ル
94

栄

町

井
手
上　

ツ
ネ
子
83

小

島

安　

東　

芳　

枝
90

上
山
崎

浦　

中　

元　

樹
38

築

港

江　

尻　

一　

男
89

西
新
田

木　

原　

キ
ミ
子
92

八

坊

池　

田　

サ
ツ
エ
91

麓

上　

野　

助　

義
64

上

中

田　

島　

幸　

治
82

平
松
東

山　

野　

綾　

子
85

荘

上

大　

平　

玉　

喜
90

南

方

橋　

本　

恵　

子
52

唐
笠
木

児　

島　

正　

志
26
仲
町（
野
田
）

花　

田　

冨　

夫
79

上
特
手

川　

涯　

善　

幸
87

切

通

小　

島　

一　

海
85

木

串

越　

地　

徳　

昭
52

田
多
園

東　

山　

正　

義
75

北
星
園

堀　
　
　
　
　

心
68
石
坂（
高
尾
野
）

山　

下　

眞　

雄
94

諏
訪
馬
場

松　

原　

正　

義
88

横

尾

永　

田　

ス
ミ
ノ
97

旧
番
所

石　

川　

ク
ニ
子
78

上
山
崎

外　

園　

敏　

子
78

連
尺
野

帆　

北　

サ
チ
子
97

平
松
東

若　

松　

政　

利
89
石
坂（
高
尾
野
）

（
７
月
２
日
～
７
月
29
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

石　

原　

矩　

夫
（
平
松
東
）

柊　

野　

妙　

子
（
関

外
）

福　

田　

俊　

明
（
沖

田
）

児　

島　

政　

人
（
西
ノ
口
）

中　

島　

ク　

ガ
（
町（
野
田
））

藤　

田　

レ
イ
子
（
萩
之
段
）

永　

野　

ノ
ブ
子

福　

山　

慶　

治
（
福
岡
県
）

谷　

口　
　
　

勇
（
上

屋
）

南　

田　
　
　

健
（
野
添
下
）

高　

木　

克　

利
（
古

浜
）

上　

野　

ミ
ツ
子
（
上

町
）

二　

宮　

サ
ヱ
子
（
野
添
下
）

船　

島　

義　

憲
（

潟

）

林　
　
　

勝　

彦
（
上
竪
馬
場
）

井
手
上　

裕　

次
（
小

島
）

田　

上　

清　

治

松　

下　

イ
ツ
ヱ
（
六
月
田
中
）

江　

口　

一　

成
（
津

山
）

馬
場
園　

三
千
子
（
平
松
東
）

橋　

本　

瑞　

弘
（
元
町（
出
水
））

安　

東　
　
　

悟
（
上

山

崎
）

大　

迫　

弘　

之
（
平
松
東
）

川　

添　

優　

子
（
栗
毛
野
）

札　

元　

安　

志
（
西
新
田
）

上　

野　

ウ
メ
子
（
上

中
）

木　

原　

茂　

樹
（
八

坊
）

池　

田　

伊
津
子
（

麓

）

山　

野　

良　

一
（
荘

上
）

田　

島　

イ
チ
子
（
平
松
東
）

小　

島　

マ
ツ
エ
（
木

串
）

川　

涯　

ア
ツ
子
（
切

通
）

堤　
　
　

曄　

雄
（
天
神（
野
田
））

山　

下　

チ　

カ
（
諏
訪
馬
場
）

中　

村　

栄　

一
（
鹿
児
島
市
）

外　

園　

昭　

一
（
佐
賀
県
）

末　

永　

榮　

二
（
旧
番
所
）

橋　

口　

ゆ
う
子
（
地

蔵
）

一
般
寄
付

沖
田　

清
子

（
出
水
市
米
ノ
津
町
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け
出
の

際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
総

合
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

9　　　　　月
日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎ 62 － 0170

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎ 82 － 0017

［当］ 上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎ 73 － 1055

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 － 2595

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 － 1611

11日（日）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎ 62 － 8600

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎ 84 － 2005

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎ 73 － 1551

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎ 63 － 7707

18日（日）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎ 63 － 3151

［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎ 62 － 3111

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎ 68 － 0633

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎ 75 － 0200

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 － 0054

19日（月）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎ 62 － 1559

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎ 62 － 0241

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎ 73 － 0553

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 － 6405

22日（木）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎ 82 － 0048

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎ 63 － 2333

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎ 73 － 1700

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 － 2595

25日（日）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎ 62 － 8801

［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎ 84 － 2023

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 － 6100

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

［児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎ 62 － 0167

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時〜翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
９月19日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）
ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平良馬場

９月22日
上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2306 西 町
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口

９月25日
北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64−2151 麓（高尾野）
ひ ま わ り 薬 局 ☎62−6070 桜 町
野 田 調 剤 薬 局 ☎84−2856

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
９月１日～４日 道 添 建 設 ☎62−3833

携帯電話
（090−7397−7898）

山﨑水道設備 ☎82−1600

携帯電話
（090−7154−7490）

９月５日～11日 川 島 工 建 ☎63−6685 福 井 組 ☎84−2534

９月12日～18日 出水合同電設 ☎62−0676 慶 越 組 ☎82−0442

９月19日～25日 山門電気商会 ☎67−1066 川 窪 建 設 ☎82−0376

９月26日～30日 司 工 業 ☎63−7485 軸薗設備工業 ☎82−0889

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年７月１日～同７月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（±０） ０件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 216件（＋15） 127人（＋８）

2016年の累計 13件（＋３） ８件（±０） １人（±０） ３人（＋３） 1,298件（＋22） 724人（−16）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

９月の主な行事

９月４日
久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0470 阿久根市
クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上 の 原

９月11日
村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0601 春 日 町
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

９月18日
児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86−1266 長 島 町
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田
マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東大野原

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

○防災の日に伴う消防団非常招集訓練のためのサイレン吹鳴（１日午前６時・各消防詰所周辺）
○クレインパークいずみ臨時休館（12日（月）～16日（金））
11日（日）▶野田郷駅前広場コンサート（午後４時45分・野田郷駅前広場）詳細７ページ
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122
　

７
月
２
日
、
博
物
館
講
座
「
お
も
し
ろ

昆
虫
教
室
」、
同
３
日
「
お
も
し
ろ
植
物

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昆
虫
教
室
で
は
、
午
前
中
に
外
で
ト
ン

ボ
や
チ
ョ
ウ
な
ど
を
観
察
・
採
集
し
、
午

後
か
ら
は
、
標
本
の
作
り
方
を
学
び
ま
し

た
。

　

植
物
教
室
で
は
、
午
前
中

に
笹
舟
作
り
な
ど
植
物
を

使
っ
た
遊
び
を
し
、
午
後
か

ら
は
外
で
植
物
を
採
集
し
、

標
本
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
講
師
に

よ
る
楽
し
い
講
座
に
、
参
加

者
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

博
物
館
講
座

お
も
し
ろ
昆
虫
・
植
物
教
室

　

阿
久
根
市
で
行
わ
れ
る
出
水
支
部
大
会
に
出
場
し
ま

す
。　
　
　
　
　
（
浦
﨑
）

写
真
①　
第
15
回
「
わ
れ
は
海
の

子
」
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
大
学
・

一
般
の
部
で
、
海
の
子
賞
を
受
賞

し
た
男
性
合
唱
団
「
ゴ
ー
シ
ュ
」

の
皆
さ
ん
。

写
真
②　
全
国
高
校
総
体
出
場
を

前
に
市
役
所
を
訪
れ
た
、
米
丸
響

さ
ん
（
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
大
会
・

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
、
出
水
工
業
高

校
３
年
）
と
、外
園
美
咲
さ
ん
（
少

林
寺
拳
法
競
技
大
会
・
女
子
単
独

演
武
、
出
水
工
業
高
校
１
年
）。

写
真
③　
第
32
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
５
学
年
の
部
で
優
勝
し
、

昨
年
に
続
き
２
連
覇
し
た
山
下
昇

介
さ
ん
（
高
尾
野
小
学
校
５
年
）。写

真
⑤　
第
47
回
日
本
野
球
選
手
権
大
会
鹿
児
島
県
支
部
予
選
・
中
学

生
の
部
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場
を
前
に
、
市
役
所
を
訪
問
し
た
鹿

児
島
出
水
ボ
ー
イ
ズ
の
皆
さ
ん
。

写
真
⑥　
故
鳥
丸
正
登
氏
（
元
高
尾
野
町
長
）
に
正
六
位
の
叙
位
が
あ

り
、
ご
遺
族
に
伝
達
し
ま
し
た
。
鳥
丸
氏
は
、
旧
高
尾
野
町
議
会
議
員

を
２
期
８
年
、
連
続
３
期
12
年
に
わ
た
り
旧
高
尾
野
町
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

写
真
⑦　

熊
本
地
震
に
対
す
る
支
援
金
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

寄
付
さ
れ
た
出
水
市
建
友
会
の
皆
さ
ん
。

写
真
④　
県
下
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
、
５
年
生
45
キ
ロ
㌘
超
級
の
部
で
優
勝
し
、
全
国
小
学
生
学

年
別
柔
道
大
会
出
場
を
前
に
市
役
所
を
訪
れ
た
柏
木
恋
さ
ん
（
米
ノ
津
東
小
学
校
５
年
）。

表
紙
取
材
レ
ポ
は
、
２
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
（
浦
﨑
）

『今月の問題』
鳴く虫はどれでしょう。
Ａ　アカトンボ
Ｂ　オオカマキリ
Ｃ　キリギリス

先月号のクイズと答え

太陽に近い順に惑星が並んでいるのはどれ
でしょう。
答えは、Ｂ（Ｃ） 水金地火木土でした。

（ＢとＣが同じになっていました。申し訳ありませんでした。）

①

②

③

④

⑥

⑤

⑦


